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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 制 御 機 器 に 取 り 付 け 可 能 な 端 子 台 で あ っ て 、
　 配 線 が 接 続 さ れ る 配 線 接 続 部 を 有 す る 本 体 と 、
　 前 記 本 体 の 第 １ 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 回 転 機 構 部 と 、
　 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ 回 転 機 構 部 と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 お よ び 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 は 、 前 記 制 御 機 器 に 対 し て 前 記 本 体 を 前  
記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、
　 前 記 配 線 接 続 部 が 、 前 記 本 体 の 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る 径 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ 回 転 機 構 部 が 、
前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 第 １ 突 起 と 、
前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記  
第 １ 突 起 と 前 記 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ２ 突 起 と 、
前 記 仮 想 直 線 上 に 配 置 さ れ 前 記 第 １ 突 起 を 収 容 す る 第 １ 収 容 孔 と 、 前 記 第 １ 収 容 孔 と 前 記  
径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る 周 方 向 に 延 び て 前 記 第  
２ 突 起 を 前 記 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 第 １ ガ イ ド 溝 と を 有 し 、 前 記 制 御 機 器 に 固 定 さ  
れ る 第 １ 回 転 支 持 部 と
を 有 し 、
前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 が 、

請求項の数　8　（全17頁）
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前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 第 ３ 突 起 と 、
前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記  
第 ３ 突 起 と 前 記 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ４ 突 起 と 、
前 記 仮 想 直 線 上 に 配 置 さ れ 前 記 第 ３ 突 起 を 収 容 す る 第 ２ 収 容 孔 と 、 前 記 第 ２ 収 容 孔 と 前 記  
径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 前 記 周 方 向 に 延 び て 前 記 第 ４ 突 起 を 前 記 周 方  
向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 第 ２ ガ イ ド 溝 と を 有 し 、 前 記 制 御 機 器 に 固 定 さ れ る 第 ２ 回 転 支 持  
部 と
を 有 し 、
前 記 制 御 機 器 が 、
前 記 第 １ 回 転 支 持 部 お よ び 前 記 第 ２ 回 転 支 持 部 が 固 定 さ れ る カ バ ー 部 材 を 有 し 、
前 記 第 １ 突 起 お よ び 前 記 第 ２ 突 起 が 、 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 に 設 け ら れ 、
  前 記 第 ３ 突 起 お よ び 前 記 第 ４ 突 起 が 、 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 に 設 け ら れ て い る  
、 端 子 台 。
【 請 求 項 ２ 】
制 御 機 器 に 取 り 付 け 可 能 な 端 子 台 で あ っ て 、
配 線 が 接 続 さ れ る 配 線 接 続 部 を 有 す る 本 体 と 、
前 記 本 体 の 第 １ 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 回 転 機 構 部 と 、
前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ 回 転 機 構 部 と
を 備 え 、
前 記 第 １ 回 転 機 構 部 お よ び 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 は 、 前 記 制 御 機 器 に 対 し て 前 記 本 体 を 前 記  
第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、
前 記 配 線 接 続 部 が 、 前 記 本 体 の 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る 径 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ 、
前 記 第 １ 回 転 機 構 部 が 、
前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 第 １ 突 起 と 、
前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記  
第 １ 突 起 と 前 記 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ２ 突 起 と 、
前 記 仮 想 直 線 上 に 配 置 さ れ 前 記 第 １ 突 起 を 収 容 す る 第 １ 収 容 孔 と 、 前 記 第 １ 収 容 孔 と 前 記  
径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る 周 方 向 に 延 び て 前 記 第  
２ 突 起 を 前 記 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 第 １ ガ イ ド 溝 と を 有 し 、 前 記 制 御 機 器 に 固 定 さ  
れ る 第 １ 回 転 支 持 部 と
を 有 し 、
前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 が 、
前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 第 ３ 突 起 と 、
前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記  
第 ３ 突 起 と 前 記 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ４ 突 起 と 、
前 記 仮 想 直 線 上 に 配 置 さ れ 前 記 第 ３ 突 起 を 収 容 す る 第 ２ 収 容 孔 と 、 前 記 第 ２ 収 容 孔 と 前 記  
径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 前 記 周 方 向 に 延 び て 前 記 第 ４ 突 起 を 前 記 周 方  
向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 第 ２ ガ イ ド 溝 と を 有 し 、 前 記 制 御 機 器 に 固 定 さ れ る 第 ２ 回 転 支 持  
部 と
を 有 し 、
　 前 記 制 御 機 器 が 、
　 前 記 第 １ 回 転 支 持 部 お よ び 前 記 第 ２ 回 転 支 持 部 が 固 定 さ れ る 箱 状 の カ バ ー 部 材 と 、
　 前 記 カ バ ー 部 材 の 内 部 で 前 記 カ バ ー 部 材 に 支 持 さ れ て い る と 共 に 前 記 端 子 台 に 対 し て 電  
気 的 に 接 続 さ れ る 基 板 と
を 有 し 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 が 、
　 前 記 基 板 に 固 定 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 基 板 か ら 前 記 径 方 向 で か つ 前 記 カ バ ー 部 材 に 接 近  
す る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記 第 １ 方 向 に お い て 前 記 本 体 に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 面 に  
前 記 第 １ 突 起 お よ び 前 記 第 ２ 突 起 が 固 定 さ れ て い る 第 １ 固 定 部 材 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 が 、
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　 前 記 基 板 に 固 定 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 基 板 か ら 前 記 径 方 向 で か つ 前 記 カ バ ー 部 材 に 接 近  
す る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記 第 １ 方 向 に お い て 前 記 本 体 に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 面 に  
前 記 第 ３ 突 起 お よ び 前 記 第 ４ 突 起 が 固 定 さ れ て い る 第 ２ 固 定 部 材 を 有 し て い る 、 端 子 台 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 機 器 が 、
　 前 記 基 板 で あ る 第 １ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と は 別 体 の 第 ２ 基 板 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 が 、
　 導 電 性 の 前 記 第 １ 突 起 と 、
　 導 電 性 の 前 記 第 １ 固 定 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 突 起 お よ び 前 記 第 ２ 基 板 を 接 続 す る 導 電 性 の 接 続 部 材 と
を 有 し 、
　 前 記 第 １ 突 起 、 前 記 第 １ 固 定 部 材 お よ び 前 記 接 続 部 材 を 介 し て 、 前 記 第 １ 基 板 お よ び 前  
記 第 ２ 基 板 が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 、 請 求 項 ２ の 端 子 台 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 が 、
　 前 記 周 方 向 の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 周 方 向 に 延 び る 側 面 か ら 前 記 径 方 向 に 延 び  
て 、 前 記 第 ２ 突 起 を 前 記 周 方 向 の 一 端 ま た は 他 端 で 保 持 す る 保 持 突 起 を 有 し て い る 、 請 求  
項 １ か ら ３ の い ず れ か １ つ の 端 子 台 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 が 、
　 前 記 周 方 向 の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 転 支 持 部 を 前 記 第 １ 方 向 に 貫 通 す る  
貫 通 孔 と 、
　 前 記 周 方 向 の 両 端 の 前 記 貫 通 孔 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 方 向 に お い て 前 記 本 体 に 対 向 す る  
面 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 有 底 の 溝 部 と
を 有 し て い る 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ つ の 端 子 台 。
【 請 求 項 ６ 】
制 御 機 器 に 取 り 付 け 可 能 な 端 子 台 で あ っ て 、
配 線 が 接 続 さ れ る 配 線 接 続 部 を 有 す る 本 体 と 、
前 記 本 体 の 第 １ 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 回 転 機 構 部 と 、
前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ 回 転 機 構 部 と
を 備 え 、
前 記 第 １ 回 転 機 構 部 お よ び 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 は 、 前 記 制 御 機 器 に 対 し て 前 記 本 体 を 前 記  
第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、
前 記 配 線 接 続 部 が 、 前 記 本 体 の 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る 径 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ 、
　 前 記 制 御 機 器 が 、
　 前 記 本 体 の 前 記 径 方 向 に お け る 前 記 配 線 接 続 部 と は 反 対 側 の 他 端 に 接 続 さ れ る 基 板 と
を 有 し 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 が 、
　 前 記 基 板 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 第 １ 回 転 軸 部 と 、
　 前 記 径 方 向 に お い て 前 記 基 板 と 共 に 前 記 第 １ 回 転 軸 部 を 挟 持 す る 第 １ 挟 持 部 材 と 、
　 前 記 基 板 お よ び 前 記 第 １ 挟 持 部 材 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 挟 持 部 材 を 前 記 基 板 に 接 近 す る  
方 向 に 付 勢 す る 第 １ 付 勢 部 材 と
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 が 、
　 前 記 基 板 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 第 ２ 回 転 軸 部 と 、
　 前 記 径 方 向 に お い て 前 記 基 板 と 共 に 前 記 第 ２ 回 転 軸 部 を 挟 持 す る 第 ２ 挟 持 部 材 と 、
　 前 記 基 板 お よ び 前 記 第 ２ 挟 持 部 材 に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 挟 持 部 材 を 前 記 基 板 に 接 近 す る  
方 向 に 付 勢 す る 第 ２ 付 勢 部 材 と
を 有 し て い る 、 端 子 台 。
【 請 求 項 ７ 】
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　 前 記 第 １ 回 転 軸 部 お よ び 前 記 第 ２ 回 転 軸 部 の 各 々 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 見 た 場 合 に  
、 対 向 す る 一 対 の 角 部 が 湾 曲 し て い る 四 角 形 状 を 有 し て い る 、 請 求 項 ６ の 端 子 台 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ つ の 端 子 台 と 、
　 前 記 配 線 接 続 部 が 外 部 に 露 出 し た 状 態 で 前 記 端 子 台 が 取 り 付 け ら れ た カ バ ー 部 材 と
を 備 え 、
　 前 記 本 体 が 前 記 カ バ ー 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 、 制 御 機 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 端 子 台 お よ び 端 子 台 を 備 え た 制 御 機 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 端 子 台 を 備 え る 制 御 機 器 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ２ ３ ０ ６ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 制 御 機 器 で は 、 端 子 台 の 表 面 に 入 出 力 端 子 が 設 け ら れ て い る た め 、 端 子 台 の 表 面 側  
に 配 線 を 引 き 回 す た め の ス ペ ー ス が 必 要 と な る 。 そ の 結 果 、 前 記 制 御 機 器 が 内 部 に 収 容 さ  
れ た 盤 を 小 型 化 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 開 示 は 、 制 御 機 器 に 取 り 付 け た 場 合 に こ の 制 御 機 器 が 内 部 に 収 容 さ れ た 盤 を 小 型 化 で  
き る 端 子 台 、 お よ び 、 こ の 端 子 台 を 備 え た 制 御 機 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 の 端 子 台 は 、
　 制 御 機 器 に 取 り 付 け 可 能 な 端 子 台 で あ っ て 、
　 配 線 が 接 続 さ れ る 配 線 接 続 部 を 有 す る 本 体 と 、
　 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 回 転 機 構 部 と 、
　 前 記 本 体 の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ 回 転 機 構 部 と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 お よ び 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 は 、 前 記 制 御 機 器 に 対 し て 前 記 本 体 を 前  
記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、
　 前 記 配 線 接 続 部 が 、 前 記 本 体 の 前 記 仮 想 線 に 対 す る 径 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 の 一 態 様 の 制 御 機 器 は 、
　 前 記 態 様 の 端 子 台 と 、
　 前 記 配 線 接 続 部 が 外 部 に 露 出 し た 状 態 で 前 記 端 子 台 が 取 り 付 け ら れ た カ バ ー 部 材 と
を 備 え 、
　 前 記 本 体 が 前 記 カ バ ー 部 材 に 対 し て 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 端 子 台 に よ れ ば 、 制 御 機 器 に 取 り 付 け た 場 合 に こ の 制 御 機 器 が 内 部 に 収 容 さ れ た 盤  
を 小 型 化 可 能 な 端 子 台 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 制 御 機 器 に よ れ ば 、 前 記 端 子 台 に よ り 、 盤 の 内 部 に 収 容 さ れ た 場 合 に こ の 盤 を 小 型  
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化 で き る 制 御 機 器 を 実 現 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 図 １ 】 本 開 示 の 一 実 施 形 態 の 制 御 機 器 が 配 置 さ れ た 盤 の 平 面 図 。
【 図 ２ 】 本 開 示 の 一 実 施 形 態 の 制 御 機 器 の 平 面 図 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 制 御 装 置 に 取 り 付 け ら れ て い る 端 子 台 を 示 す 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 端 子 台 の 側 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ２ の Ｖ - Ｖ 線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ６ 】 図 ３ の 端 子 台 の 第 １ の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ３ の 端 子 台 の 第 ２ の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ８ 】 図 ７ の V I I I - V I I I 線 に 沿 っ た 断 面 図 。
【 図 ９ 】 図 ３ の 端 子 台 の 第 ３ の 変 形 例 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ３ の 端 子 台 の 第 ４ の 変 形 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 体 が 第 １ 位 置 に 位 置 し て い る 状 態 の 図 １ ０ の 端 子 台 を 示 す 側 面 図 。
【 図 １ ２ 】 本 体 が 第 ２ 位 置 に 位 置 し て い る 状 態 の 図 １ ０ の 端 子 台 を 示 す 側 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 、 本 開 示 の 一 例 を 添 付 図 面 に 従 っ て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 必 要 に 応 じ  
て 特 定 の 方 向 あ る い は 位 置 を 示 す 用 語 （ 例 え ば 、 「 上 」 、 「 下 」 、 「 右 」 、 「 左 」 を 含 む  
用 語 ） を 用 い る が 、 そ れ ら の 用 語 の 使 用 は 図 面 を 参 照 し た 本 開 示 の 理 解 を 容 易 に す る た め  
で あ っ て 、 そ れ ら の 用 語 の 意 味 に よ っ て 本 開 示 の 技 術 的 範 囲 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。  
ま た 、 以 下 の 説 明 は 、 本 質 的 に 例 示 に 過 ぎ ず 、 本 開 示 、 そ の 適 用 物 、 あ る い は 、 そ の 用 途  
を 制 限 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。 さ ら に 、 図 面 は 模 式 的 な も の で あ り 、 各 寸 法 の  
比 率 等 は 現 実 の も の と は 必 ず し も 合 致 し て い な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 開 示 の 一 実 施 形 態 の 制 御 機 器 １ ０ は 、 例 え ば 、 図 １ に 示 す 盤 １ に 取 り 付 け ら れ て い る  
。 盤 １ は 、 図 示 し な い 蓋 体 で 開 閉 さ れ る 開 口 部 ３ が 設 け ら れ た 筐 体 ２ を 有 し て い る 。 制 御  
機 器 １ ０ は 、 筐 体 ２ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 制 御 機 器 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 カ バ ー 部 材 １ １ と 端 子 台 ２ ０ と を 備 え て い る 。 端  
子 台 ２ ０ は 、 カ バ ー 部 材 １ １ に 対 し て 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 カ バ  
ー 部 材 １ １ は 、 略 直 方 体 の 箱 形 状 を 有 し て い る 。 端 子 台 ２ ０ は 、 カ バ ー 部 材 １ １ の 正 面 １  
２ お よ び 側 面 １ ３ か ら カ バ ー 部 材 １ １ の 外 部 に 露 出 し た 状 態 で 、 カ バ ー 部 材 １ １ に 取 り 付  
け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 端 子 台 ２ ０ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 ２ １ と 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ と 、 第 ２ 回 転 機 構  
部 ２ ３ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 体 ２ １ は 、 一 例 と し て 、 略 直 方 体 形 状 で 、 配 線 接 続 部 ２ １ １ を 有 し て い る 。 配 線 接 続  
部 ２ １ １ は 、 第 １ 方 向 （ 例 え ば 、 Ｘ 方 向 ） に 沿 っ て 等 間 隔 に 並 ん で 配 置 さ れ た 複 数 の 配 線  
孔 ２ １ ２ を 有 し て い る 。 各 配 線 孔 ２ １ ２ は 、 略 円 形 状 を 有 し 、 配 線 １ ０ ０ を 収 容 可 能 に 構  
成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 配 線 接 続 部 ２ １ １ に は 、 各 配 線 孔 ２ １ ２ を 介 し て 、 配 線 １ ０ ０ が  
接 続 さ れ る 。 端 子 台 ２ ０ が 制 御 機 器 １ ０ に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で は 、 本 体 ２ １ の 配 線 接 続  
部 ２ １ １ が 、 制 御 機 器 １ ０ の 外 部 に 露 出 し て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 制 御 機 器 １ ０ の カ バ ー 部 材 １ １ に 対  
し て 本 体 ２ １ を 第 １ 方 向 Ｘ に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 Ｌ ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る  
。 本 実 施 形 態 で は 、 本 体 ２ １ は 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ に よ っ て  
、 配 線 接 続 部 ２ １ １ が カ バ ー 部 材 １ １ の 正 面 １ ２ か ら 露 出 す る 第 １ 位 置 Ｐ １ （ 図 ４ 参 照 ）  
と 、 配 線 接 続 部 ２ １ １ が カ バ ー 部 材 １ １ の 側 面 １ ３ か ら 露 出 す る 第 ２ 位 置 Ｐ ２ （ 図 ４ 参 照  



10

20

30

40

50

JP 7690811 B2 2025.6.11(6)

） と の 間 を 回 転 す る 。 配 線 接 続 部 ２ １ １ は 、 本 体 ２ １ の 仮 想 直 線 Ｌ に 対 す る 径 方 向 （ 以 下  
、 径 方 向 と い う 。 ） に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 一 端 （ 図 ３ で は 、  
本 体 ２ １ の 右 端 ） に 配 置 さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ は 、 第 １ 突 起  
２ ２ １ 、 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ 、 お よ び 、 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 １ 突 起 ２ ２ １ は 、 一 例 と し て 、 略 円 柱 形 状 を 有 し 、 そ の 略 中 心 が 仮 想 直 線 Ｌ 上 に 配 置  
さ れ て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ は 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 一 端 に 設 け ら  
れ 、 第 １ 方 向 Ｘ で か つ 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 他 端 （ 図 ３ で は 、 本 体 ２ １ の 左 端 ） か ら 離  
れ る 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ は 、 一 例 と し て 、 略 円 柱 形 状 を 有 し 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ と 略 同 じ 第 １ 方 向  
Ｘ の 長 さ を 有 し て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ は 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 一  
端 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 Ｘ で か つ 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 他 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び て い  
る 。 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ は 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ と 仮 想 直 線 Ｌ に 対 す る 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ は 、 一 例 と し て 、 略 矩 形 の 板 形 状 で 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ を 収 容 す る  
第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ と 、 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ を 収 容 す る 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ と を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ は 、 一 例 と し て 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ よ り も 僅 か に 径 が 大 き い 略 円 形 状 を  
有 し 、 そ の 略 中 心 が 仮 想 直 線 Ｌ 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ は 、 第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ と 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 第  
１ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ は 、 仮 想 直 線 Ｌ に 対 す る 周 方 向 （ 以 下 、 周 方 向 と い う 。 ） に 延 び て 、 第  
２ 突 起 ２ ２ ２ を 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ は 、  
第 １ 方 向 Ｘ に 沿 っ て 見 た 場 合 に 、 約 １ ／ ４ 円 弧 形 状 を 有 し 、 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ を 第 １  
方 向 Ｘ に 貫 通 し て い る 。 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ の 周 方 向 の 両 端 に は 、 そ れ ぞ れ 保 持 突 起 ２ ２  
６ が 設 け ら れ て い る 。 各 保 持 突 起 ２ ２ ６ は 、 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ の 周 方 向 に 延 び る 側 面 ２  
２ ７ か ら 径 方 向 に 延 び て 、 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ を 周 方 向 の 一 端 ま た は 他 端 で 保 持 可 能 に 構 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 他 端 に 配 置 さ れ て  
い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ （ 図 ５ 参 照 ） 、 第 ４ 突 起  
２ ３ ２ （ 図 ５ 参 照 ） 、 お よ び 、 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 ３ 突 起 ２ ３ １ は 、 一 例 と し て 、 第 １ 突 起 ２ ３ １ と 略 同 じ 大 き さ を 有 し て い る 。 つ ま り  
、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ は 、 略 円 柱 形 状 で 、 そ の 略 中 心 が 仮 想 直 線 Ｌ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 本 実  
施 形 態 で は 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ は 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 他 端 に 設 け ら れ 、 第 １ 方 向 Ｘ で  
か つ 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ は 、 一 例 と し て 、 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ と 略 同 じ 大 き さ を 有 し て い る 。 つ ま り  
、 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ は 、 略 円 柱 形 状 で 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ と 略 同 じ 第 １ 方 向 Ｘ の 長 さ を 有 し て  
い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ は 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 他 端 に 設 け ら れ 、 第  
１ 方 向 Ｘ で か つ 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び て い る 。 第 ４ 突 起 ２ ３  
２ は 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ と 仮 想 直 線 Ｌ に 対 す る 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ は 、 一 例 と し て 、 略 矩 形 の 板 形 状 で 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ を 収 容 す る  
第 ２ 収 容 孔 （ 図 示 せ ず ） と 、 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ を 収 容 す る 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ と を 有 し て い  
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る 。 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ は 、 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ と 略 同 じ 形 状 お よ  
び 大 き さ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 ２ 収 容 孔 は 、 一 例 と し て 、 第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ （ 図 ４ 参 照 ） と 略 同 じ 形 状 お よ び 大 き さ  
を 有 し て い る 。 つ ま り 、 第 ２ 収 容 孔 は 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ よ り も 僅 か に 径 が 大 き い 略 円 形 状  
を 有 し 、 そ の 略 中 心 が 仮 想 直 線 Ｌ 上 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ は 、 第 ２ 収 容 孔 と 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ ガ イ  
ド 溝 ２ ３ ５ は 、 周 方 向 に 延 び て 、 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ を 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 。 本 実 施  
形 態 で は 、 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ は 、 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ と 略 同 じ 形 状 お よ び 大 き さ を 有 し  
て い る 。 つ ま り 、 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ は 、 第 １ 方 向 Ｘ に 沿 っ て 見 た 場 合 に 、 約 １ ／ ４ 円 弧  
形 状 を 有 し 、 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ を 第 １ 方 向 Ｘ に 貫 通 し て い る 。 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ の  
周 方 向 の 両 端 に は 、 そ れ ぞ れ 保 持 突 起 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て い る 。 各 保 持 突 起 は 、 第  
２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ の 周 方 向 に 延 び る 側 面 か ら 径 方 向 に 延 び て 、 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ を 周 方 向 の  
一 端 ま た は 他 端 で 保 持 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ お よ び 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３  
３ は 、 制 御 機 器 １ ０ の カ バ ー 部 材 １ １ に 固 定 さ れ る 。 カ バ ー 部 材 １ １ の 内 部 に は 、 カ バ ー  
部 材 １ １ に 支 持 さ れ て い る と 共 に 端 子 台 ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 さ れ た 基 板 ３ ０ が 配 置 さ れ て  
い る 。 基 板 ３ ０ は 、 一 例 と し て 、 本 体 部 ２ １ が 第 １ 位 置 Ｐ １ に 位 置 し て い る 場 合 、 端 子 台  
２ ０ よ り も カ バ ー 部 材 １ １ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 端 子 台 ２ ０ は 、 次 の よ う な 効 果 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 端 子 台 ２ ０ は 、 配 線 が 接 続 さ れ る 配 線 接 続 部 ２ １ １ を 有 す る 本 体 ２ １ と 、 本 体 ２ １ の 第  
１ 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ と 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 の 他 端 に 配 置 さ れ  
た 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ と を 備 え る 。 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 制  
御 機 器 １ ０ に 対 し て 本 体 ２ １ を 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成  
さ れ て い る 。 配 線 接 続 部 ２ １ １ が 、 本 体 ２ １ の 仮 想 線 に 対 す る 径 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ て  
い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 制 御 機 器 １ ０ に 取 り 付 け た 場 合 に 、 配 線 を 引 き 回 す 方 向 に  
応 じ て 端 子 台 ２ ０ を 回 転 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 制 御 機 器 １ ０ が 内 部 に 収 容 さ れ  
た 盤 １ で は 、 配 線 を 引 き 回 す ス ペ ー ス を 省 ス ペ ー ス 化 し て 、 盤 １ を 小 型 化 可 能 な 端 子 台 を  
実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 端 子 台 ２ ０ は 、 次 に 示 す 複 数 の 構 成 の い ず れ か １ つ ま た は 複 数 の 構 成 を 任 意 に 採 用 で き  
る 。 つ ま り 、 次 に 示 す 複 数 の 構 成 の い ず れ か １ つ ま た は 複 数 の 構 成 は 、 前 記 実 施 形 態 に 含  
ま れ て い た 場 合 は 任 意 に 削 除 で き 、 前 記 実 施 形 態 に 含 ま れ て い な い 場 合 は 任 意 に 付 加 す る  
こ と が で き る 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る こ と に よ り 、 盤 １ を 小 型 化 可 能 な 端 子 台 を よ り  
確 実 に 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ と 、 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ と 、 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３  
と を 有 し て い る 。 第 １ 突 起 ２ ２ １ は 、 第 １ 方 向 で か つ 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 の 他 端 か ら 離 れ  
る 方 向 に 延 び て い る 。 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ は 、 第 １ 方 向 で か つ 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 の 他 端 か ら  
離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ と 仮 想 直 線 に 対 す る 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配  
置 さ れ て い る 。 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ は 、 制 御 機 器 １ ０ に 固 定 さ れ 、 第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ と  
、 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ と を 有 し て い る 。 第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ は 、 仮 想 直 線 上 に 配 置 さ れ 第 １  
突 起 ２ ２ １ を 収 容 す る 。 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ は 、 第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ と 仮 想 直 線 に 対 す る 径  
方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 仮 想 直 線 に 対 す る 周 方 向 に 延 び て 第 ２ 突 起 ２ ２  
２ を 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 。 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ が 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ と 、 第 ４ 突 起  
２ ３ ２ と 、 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ と を 有 し て い る 。 第 ３ 突 起 ２ ３ １ は 、 第 １ 方 向 で か つ 本  
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体 ２ １ の 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び て い る 。 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ は 、 第 １ 方 向 で か  
つ 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ と 仮 想 直 線  
に 対 す る 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ は 、 制 御 機 器 １ ０  
に 固 定 さ れ 、 第 ２ 収 容 孔 と 、 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ と を 有 し て い る 。 第 ２ 収 容 孔 は 、 仮 想 直  
線 上 に 配 置 さ れ 第 ３ 突 起 ２ ３ １ を 収 容 す る 。 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ は 、 第 ２ 収 容 孔 と 仮 想 直  
線 に 対 す る 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 仮 想 直 線 に 対 す る 周 方 向 に 延 び て  
第 ４ 突 起 ２ ３ ２ を 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ が 制 御 機 器 １ ０ の カ バ ー 部 材 １ １ に 固 定  
さ れ る 。 第 １ 突 起 ２ ２ １ お よ び 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ が 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 の 一 端 に 設 け ら れ  
、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ お よ び 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ が 、 本 体 ２ １ の 第 １ 方 向 の 他 端 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ が 、 周 方 向 の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 周 方 向 に 延 び る 側 面 ２ ２ ７  
か ら 径 方 向 に 延 び て 、 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ を 周 方 向 の 一 端 ま た は 他 端 で 保 持 す る 保 持 突 起 ２ ２  
６ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 制 御 機 器 １ ０ は 、 次 の よ う な 効 果 を 発 揮 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 端 子 台 ２ ０ に よ り 、 盤 １ の 内 部 に 収 容 さ れ た 場 合 に こ の 盤 １ を 小 型 化 で き る 制 御 機 器 １  
０ を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 端 子 台 ２ ０ は 、 次 の よ う に 構 成 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 体 ２ １ は 、 配 線 接 続 部 ２ １ １ を 有 す る 任 意 の 構 成 を 採 用 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 制 御 機 器 １ ０ に 対 し て 本 体 ２ １ を 第  
１ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 例 え ば 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 構 成 す る  
こ と が で き る 。 図 ６ で は 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、 第 １ 固 定 部 材 ４ １ を 有 し 、 第 ２ 回 転 機  
構 部 ２ ３ が 第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ を 有 し て い る 。 図 ６ の 制 御 機 器 １ ０ で は 、 一 例 と し て 、 本 体  
部 ２ １ が 第 １ 位 置 Ｐ １ に 位 置 し て い る 場 合 、 基 板 ３ ０ は 、 端 子 台 ２ ０ よ り も カ バ ー 部 材 １  
１ の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 １ 固 定 部 材 ４ １ は 、 基 板 ３ ０ に 固 定 可 能 に 構 成 さ れ 、 基 板 ３ ０ か ら 径 方 向 で か つ カ バ  
ー 部 材 １ １ に 接 近 す る 方 向 （ 例 え ば 、 図 ６ の Ｚ 方 向 の 上 向 き ） に 延 び て い る 。 第 １ 固 定 部  
材 ４ １ の 第 １ 方 向 Ｘ に お い て 本 体 ２ １ に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 面 に 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ お  
よ び 第 ２ 突 起 ２ ２ が 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ は 、 基 板 ３ ０ に 固 定 可 能 に 構 成 さ  
れ 、 基 板 ３ ０ か ら 径 方 向 で か つ カ バ ー 部 材 １ １ に 接 近 す る 方 向 に 延 び て い る 。 第 ２ 固 定 部  
材 ４ ２ の 第 １ 方 向 Ｘ に お い て 本 体 ２ １ に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 面 に 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ お  
よ び 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 例 え ば 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 図 ７ お よ び 図 ８ に 示 す よ う  
に 構 成 す る こ と が で き る 。 図 ７ お よ び 図 ８ で は 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、 第 １ 固 定 部 材 ４  
１ お よ び 第 １ 接 続 部 材 ４ ３ を 有 し 、 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ が 、 第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ お よ び 第 ２  
接 続 部 材 ４ ４ を 有 し て い る 。 第 １ 突 起 ２ ２ １ 、 第 １ 固 定 部 材 ４ １ 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ お よ び  
第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ の 各 々 が 、 導 電 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ７ お よ び 図 ８ の 制 御 機 器 １ ０ で は 、 カ バ ー 部 材 １ １ の 内 部 に ３ つ の 基 板 （ 以 下 、 第 １  
基 板 ３ １ 、 第 ２ 基 板 ３ ２ お よ び 第 ３ 基 板 ３ ３ と い う 。 ） が 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 基 板 ３ １  
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、 第 ２ 基 板 ３ ２ お よ び 第 ３ 基 板 ３ ３ は 、 相 互 に 別 体 で 構 成 さ れ 、 カ バ ー 部 材 １ １ に 支 持 さ  
れ て い る 。 第 １ 基 板 ３ １ は 、 端 子 台 ２ ０ の 径 方 向 の 他 端 側 （ 例 え ば 、 図 ７ の Ｚ 方 向 の 下 側  
） に 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 基 板 ３ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 一 端 （ 例 え ば 、 図 ７ の 右 端 ） に は 、 第  
１ 固 定 部 材 ４ １ が 固 定 さ れ 、 第 １ 基 板 ３ １ の 第 １ 方 向 Ｘ の 他 端 （ 例 え ば 、 図 ７ の 左 端 ） に  
は 、 第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ が 固 定 さ れ て い る 。 第 ２ 基 板 ３ ２ は 、 第 １ 基 板 ３ １ に 対 す る 第 １ 方  
向 Ｘ の 一 端 側 に 、 第 １ 基 板 ３ １ と は 隙 間 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。 第 ３ 基 板 ３ ３ は 、 第 １  
基 板 ３ １ に 対 す る 第 １ 方 向 Ｘ の 他 端 側 に 、 第 １ 基 板 ３ １ と は 隙 間 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 １ 接 続 部 材 ４ ３ は 、 導 電 性 を 有 し 、 第 １ 方 向 Ｘ に お け る 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ お よ び  
第 １ 固 定 部 材 ４ １ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 第 １ 接 続 部 材 ４ ３ は 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ お よ び 第  
２ 基 板 ３ ２ を 接 続 す る 。 第 １ 突 起 ２ ２ １ 、 第 １ 固 定 部 材 ４ １ お よ び 第 １ 接 続 部 材 ４ ３ を 介  
し て 、 第 １ 基 板 ３ １ お よ び 第 ２ 基 板 ３ ２ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 第 ２ 接 続 部 材 ４ ４ は 、 導  
電 性 を 有 し 、 第 １ 方 向 Ｘ に お け る 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ お よ び 第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ の 間 に 配  
置 さ れ て い る 。 第 ２ 接 続 部 材 ４ ４ は 、 第 ３ 突 起 ２ ３ １ お よ び 第 ３ 基 板 ３ ３ に 接 続 さ れ て い  
る 。 第 ３ 突 起 ２ ３ １ 、 第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ お よ び 第 ２ 接 続 部 材 ４ ４ を 介 し て 、 第 １ 基 板 ３ １  
お よ び 第 ３ 基 板 ３ ３ が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 １ 接 続 部 材 ４ ３ は 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ お よ び 第 ２ 基 板 ３ ２ に 接 続 可 能 な 任 意 の 構 成 を 採  
用 で き る 。 例 え ば 、 図 ８ の 第 １ 接 続 部 材 ４ ３ は 、 径 方 向 で か つ 第 ２ 基 板 ３ ２ に 沿 っ た 方 向  
（ 例 え ば 、 Ｙ 方 向 ） に 弾 性 変 形 し て 、 第 １ 突 起 ２ ２ １ を 挟 持 可 能 な 一 対 の 弾 性 部 材 ４ ３ １  
を 有 し て い る 。 第 ２ 接 続 部 材 ４ ４ も 第 １ 接 続 部 材 ４ ３ と 同 様 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ８ の 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ は 、 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 相 互  
に 接 近 す る 方 向 に 突 出 す る 一 対 の 保 持 突 起 ２ ２ ６ を 有 し て い る 。 こ れ に よ り 、 本 体 ２ １ を  
第 １ 位 置 Ｐ １ ま た は 第 ２ 位 置 Ｐ ２ で 容 易 に 保 持 で き る 。 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ も 第 １ 回 転  
支 持 部 ２ ２ ３ と 同 様 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 例 え ば 、 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 図 ９ の 第  
１ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ で は 、 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ が 、 周 方 向 の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た 貫  
通 孔 ５ １ と 、 ２ つ の 貫 通 孔 ５ １ に 接 続 さ れ た 有 底 の 溝 部 ５ ２ と を 有 し て い る 。 こ の 場 合 、  
貫 通 孔 ５ １ に 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ が 収 容 さ れ る こ と で 、 本 体 ２ １ が 第 １ 位 置 Ｐ １ ま た は 第 ２ 位  
置 Ｐ ２ で 保 持 さ れ る の で 、 保 持 突 起 ２ ２ ６ を 省 略 す る こ と が で き る 。 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３  
３ も 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ と 同 様 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 例 え ば 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 図 １ ０ ～ 図 １ ２ に 示 す よ う  
に 構 成 す る こ と が で き る 。 図 １ ０ ～ 図 １ ２ で は 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、 第 １ 回 転 軸 部 ６  
１ 、 第 １ 挟 持 部 材 ６ ２ お よ び 第 １ 付 勢 部 材 ６ ３ を 有 し 、 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ が 、 第 ２ 回 転  
軸 部 ６ ４ 、 第 ２ 挟 持 部 材 ６ ５ お よ び 第 ２ 付 勢 部 材 ６ ６ を 有 し て い る 。 図 １ ０ ～ 図 １ ２ の 制  
御 機 器 １ ０ で は 、 基 板 ３ ０ が 、 本 体 ２ １ の 径 方 向 に お け る 配 線 接 続 部 ２ １ １ と は 反 対 側 の  
他 端 に 接 続 さ れ て い る 。 図 １ １ お よ び 図 １ ２ に は 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ は 、 基 板 ３ ０ 上 に 配 置 さ れ 、 第 １ 方 向 Ｘ に 沿 っ て 延 び て い る 。 第 １ 回  
転 軸 部 ６ １ は 、 カ バ ー 部 材 １ １ に 固 定 さ れ て い る 。 第 １ 挟 持 部 材 ６ ２ は 、 一 例 と し て 、 略  
矩 形 の 板 状 を 有 し 、 径 方 向 に お い て 基 板 ３ ０ と 共 に 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ を 挟 持 可 能 に 配 置 さ  
れ て い る 。 第 １ 付 勢 部 材 ６ ３ は 、 一 例 と し て 、 径 方 向 で か つ 基 板 ３ ０ に 沿 っ た 方 向 （ 例 え  
ば 、 Ｙ 方 向 ） に お け る 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ の 両 側 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ た ２ つ の コ イ ル ば ね で  
構 成 さ れ て い る 。 第 １ 付 勢 部 材 ６ ３ は 、 基 板 ３ ０ お よ び 第 １ 挟 持 部 材 ６ ２ に 接 続 さ れ 、 第  
１ 挟 持 部 材 ６ ２ を 基 板 ３ ０ に 接 近 す る 方 向 に 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ 回 転 軸 部 ６ ４ は 、 基 板 ３ ０ 上 に 配 置 さ れ 、 第 １ 方 向 Ｘ に 沿 っ て 延 び て い る 。 第 ２ 回  



10

20

30

40

50

JP 7690811 B2 2025.6.11(10)

転 軸 部 ６ ４ は 、 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ と 同 軸 に 配 置 さ れ 、 カ バ ー 部 材 １ １ に 固 定 さ れ て い る 。  
第 ２ 挟 持 部 材 ６ ５ は 、 一 例 と し て 、 略 矩 形 の 板 状 を 有 し 、 径 方 向 に お い て 第 ５ 基 板 ３ ５ と  
共 に 第 ２ 回 転 軸 部 ６ ４ を 挟 持 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ 付 勢 部 材 ６ ６ は 、 一 例 と し て 、  
径 方 向 で か つ 基 板 ３ ０ に 沿 っ た 方 向 に お け る 第 ２ 回 転 軸 部 ６ ４ の 両 側 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ  
た コ イ ル ば ね で 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 付 勢 部 材 ６ ６ は 、 基 板 ３ ０ お よ び 第 ２ 挟 持 部 材 ６ ５  
に 接 続 さ れ 、 第 ２ 挟 持 部 材 ６ ５ を 基 板 ３ ０ に 接 近 す る 方 向 に 付 勢 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 １ ０ ～ 図 １ ２ の 端 子 台 ２ ０ で は 、 第 １ 付 勢 部 材 ６ ２ お よ び 第 ２ 付 勢 部 材 ６ ６ の 付 勢 力  
に よ り 、 第 １ 位 置 Ｐ １ ま た は 第 ２ 位 置 Ｐ ２ で 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ お よ び 第 ２ 回 転 軸 部 ６ ４ の 各 々 は 、 一 例 と し て 、 図 １ １ お よ び 図 １ ２  
に 示 す よ う に 、 第 １ 方 向 Ｘ に 沿 っ て 見 た 場 合 に 、 対 向 す る 一 対 の 角 部 ６ ７ が 湾 曲 し て い る  
四 角 形 状 を 有 し て い る 。 こ の 湾 曲 し た 角 部 に よ り 、 本 体 ２ １ を 仮 想 直 線 Ｌ ま わ り に 回 転 し  
易 く し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ６ ～ 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 本 開 示 の 端 子 台 ２ ０ は 、 様 々 な 構 成 で 、 盤 １ を 小 型 化 で き  
る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 相 互 に 同 じ 構 成 で あ る 場 合 に 限 ら ず  
、 相 互 に 異 な る 構 成 で あ っ て も よ い 。 例 え ば 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 図 ６ に 示 す 構 成 を 有  
し 、 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ が 図 ７ お よ び ８ に 示 す 構 成 を 有 す る よ う に 、 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２  
お よ び 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ を 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 配 線 接 続 部 ２ １ １ は 、 配 線 を 接 続 可 能 な 任 意 の 構 成 を 採 用 で き る 。 言 い 換 え る と 、 端 子  
台 ２ ０ は 、 例 え ば 、 ね じ 接 続 式 の 端 子 台 で あ っ て も よ い し 、 プ ッ シ ュ イ ン 接 続 式 の 端 子 台  
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て 本 開 示 に お け る 種 々 の 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 し た が 、 最 後 に 、 本  
開 示 の 種 々 の 態 様 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 一 例 と し て 、 参 照 符 号 も 添  
え て 記 載 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 本 開 示 の 第 １ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 制 御 機 器 に 取 り 付 け 可 能 な 端 子 台 ２ ０ で あ っ て 、
　 配 線 が 接 続 さ れ る 配 線 接 続 部 ２ １ １ を 有 す る 本 体 ２ １ と 、
　 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ た 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ と 、
　 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 に 配 置 さ れ た 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ と
を 備 え 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ お よ び 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ は 、 前 記 制 御 機 器 に 対 し て 前 記  
本 体 ２ １ を 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 仮 想 直 線 ま わ り に 回 転 可 能 に 構 成 さ れ 、
　 前 記 配 線 接 続 部 ２ １ １ が 、 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 仮 想 線 に 対 す る 径 方 向 の 一 端 に 配 置 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 開 示 の 第 ２ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、
　 前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 第 １ 突  
起 ２ ２ １ と 、
　 前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に  
、 前 記 第 １ 突 起 ２ ２ １ と 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ２  
突 起 ２ ２ ２ と 、
　 前 記 仮 想 直 線 上 に 配 置 さ れ 前 記 第 １ 突 起 ２ ２ １ を 収 容 す る 第 １ 収 容 孔 ２ ２ ４ と 、 前 記 第  
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１ 収 容 孔 ２ ２ ４ と 前 記 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る  
周 方 向 に 延 び て 前 記 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ を 前 記 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２  
５ と を 有 し 、 前 記 制 御 機 器 に 固 定 さ れ る 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ と
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ が 、
　 前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る 第 ３ 突  
起 ２ ３ １ と 、
　 前 記 第 １ 方 向 で か つ 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端 か ら 離 れ る 方 向 に 延 び る と 共 に  
、 前 記 第 ３ 突 起 ２ ３ １ と 前 記 仮 想 直 線 に 対 す る 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る 第 ４  
突 起 ２ ３ ２ と 、
　 前 記 仮 想 直 線 上 に 配 置 さ れ 前 記 第 ３ 突 起 ２ ３ １ を 収 容 す る 第 ２ 収 容 孔 と 、 前 記 第 ２ 収 容  
孔 と 前 記 径 方 向 に 間 隔 を 空 け て 配 置 さ れ て い る と 共 に 前 記 周 方 向 に 延 び て 前 記 第 ４ 突 起 ２  
３ ２ を 前 記 周 方 向 に 移 動 可 能 に 収 容 す る 第 ２ ガ イ ド 溝 ２ ３ ５ と を 有 し 、 前 記 制 御 機 器 に 固  
定 さ れ る 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 開 示 の 第 ３ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 制 御 機 器 が 、
　 前 記 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ お よ び 前 記 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ が 固 定 さ れ る カ バ ー 部 材 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 突 起 ２ ２ １ お よ び 前 記 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ が 、 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 一 端  
に 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ３ 突 起 ２ ３ １ お よ び 前 記 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ が 、 前 記 本 体 ２ １ の 前 記 第 １ 方 向 の 他 端  
に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 開 示 の 第 ４ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 制 御 機 器 が 、
　 前 記 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ お よ び 前 記 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ が 固 定 さ れ る 箱 状 の カ バ ー 部 材  
と 、
　 前 記 カ バ ー 部 材 の 内 部 で 前 記 カ バ ー 部 材 に 支 持 さ れ て い る と 共 に 前 記 端 子 台 ２ ０ に 対 し  
て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 基 板 と
を 有 し 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、
　 前 記 基 板 に 固 定 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 基 板 か ら 前 記 第 径 方 向 で か つ 前 記 カ バ ー 部 材 に 接  
近 す る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記 第 １ 方 向 に お い て 前 記 本 体 ２ １ に 対 向 す る 面 と は 反 対 側  
の 面 に 前 記 第 １ 突 起 ２ ２ １ お よ び 前 記 第 ２ 突 起 ２ ２ が 固 定 さ れ て い る 第 １ 固 定 部 材 ４ １ を  
有 し 、
　 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ が 、
　 前 記 基 板 に 固 定 可 能 に 構 成 さ れ 、 前 記 基 板 か ら 前 記 径 方 向 で か つ 前 記 カ バ ー 部 材 に 接 近  
す る 方 向 に 延 び る と 共 に 、 前 記 第 １ 方 向 に お い て 前 記 本 体 ２ １ に 対 向 す る 面 と は 反 対 側 の  
面 に 前 記 第 ３ 突 起 ２ ３ １ お よ び 前 記 第 ４ 突 起 ２ ３ ２ が 固 定 さ れ て い る 第 ２ 固 定 部 材 ４ ２ を  
有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 開 示 の 第 ５ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 制 御 機 器 が 、
　 前 記 基 板 で あ る 第 １ 基 板 と 、 前 記 第 １ 基 板 と は 別 体 の 第 ２ 基 板 と を 有 し 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、
　 導 電 性 の 前 記 第 １ 突 起 ２ ２ １ と 、
　 導 電 性 の 前 記 第 １ 固 定 部 材 ４ １ と 、
　 前 記 第 １ 突 起 ２ ２ １ お よ び 前 記 第 ２ 基 板 を 接 続 す る 導 電 性 の 接 続 部 材 ４ ３ と
を 有 し 、
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　 前 記 第 １ 突 起 ２ ２ １ 、 前 記 第 １ 固 定 部 材 ４ １ お よ び 前 記 接 続 部 材 を 介 し て 、 前 記 第 １ 基  
板 お よ び 前 記 第 ２ 基 板 が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 本 開 示 の 第 ６ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ が 、
　 前 記 周 方 向 の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 周 方 向 に 延 び る 側 面 か ら 前 記 径 方 向 に 延 び  
て 、 前 記 第 ２ 突 起 ２ ２ ２ を 前 記 周 方 向 の 一 端 ま た は 他 端 で 保 持 す る 保 持 突 起 ２ ２ ６ を 有 し  
て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 開 示 の 第 ７ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 第 １ ガ イ ド 溝 ２ ２ ５ が 、
　 前 記 周 方 向 の 両 端 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ を 前 記 第 １ 方 向 に 貫  
通 す る 貫 通 孔 ５ １ と 、
　 前 記 周 方 向 の 両 端 の 前 記 貫 通 孔 ５ １ に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 方 向 に お い て 前 記 本 体 ２ １ に  
対 向 す る 面 と は 反 対 側 の 面 に 開 口 す る 有 底 の 溝 部 ５ ２ と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 開 示 の 第 ８ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 制 御 機 器 が 、
　 前 記 第 １ 回 転 支 持 部 ２ ２ ３ お よ び 前 記 第 ２ 回 転 支 持 部 ２ ３ ３ が 固 定 さ れ る 箱 状 の カ バ ー  
部 材 と 、
　 前 記 カ バ ー 部 材 の 内 部 で 前 記 カ バ ー 部 材 に 支 持 さ れ て い る と 共 に 前 記 端 子 台 ２ ０ に 対 し  
て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 基 板 と
を 有 し 、
　 前 記 第 １ 回 転 機 構 部 ２ ２ が 、
　 前 記 基 板 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ と 、
　 前 記 径 方 向 に お い て 前 記 基 板 と 共 に 前 記 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ を 挟 持 す る 第 １ 挟 持 部 材 ６ ２  
と 、
　 前 記 基 板 お よ び 前 記 第 １ 挟 持 部 材 ６ ２ に 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ 挟 持 部 材 ６ ２ を 前 記 基 板 に  
接 近 す る 方 向 に 付 勢 す る 第 １ 付 勢 部 材 ６ ３ と
を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 回 転 機 構 部 ２ ３ が 、
　 前 記 基 板 上 に 配 置 さ れ 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 延 び る 第 ２ 回 転 軸 部 ６ ４ と 、
　 前 記 径 方 向 に お い て 前 記 基 板 と 共 に 前 記 第 ２ 回 転 軸 部 ６ ４ を 挟 持 す る 第 ２ 挟 持 部 材 ６ ５  
と 、
　 前 記 基 板 お よ び 前 記 第 ２ 挟 持 部 材 ６ ５ に 接 続 さ れ 、 前 記 第 ２ 挟 持 部 材 ６ ５ を 前 記 基 板 に  
接 近 す る 方 向 に 付 勢 す る 第 ２ 付 勢 部 材 ６ ６ と
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 開 示 の 第 ９ 態 様 の 端 子 台 ２ ０ は 、
　 前 記 第 １ 回 転 軸 部 ６ １ お よ び 前 記 第 ２ 回 転 軸 部 ６ ４ の 各 々 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 見  
た 場 合 に 、 対 向 す る 一 対 の 角 部 ６ ７ が 湾 曲 し て い る 四 角 形 状 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 開 示 の 第 １ ０ 態 様 の 制 御 機 器 １ ０ は 、
　 前 記 態 様 の 端 子 台 ２ ０ と 、
　 前 記 配 線 接 続 部 ２ １ １ が 外 部 に 露 出 し た 状 態 で 前 記 端 子 台 ２ ０ が 取 り 付 け ら れ た カ バ ー  
部 材 １ １ と
を 備 え 、
　 前 記 本 体 ２ １ が 前 記 カ バ ー 部 材 １ １ に 対 し て 回 転 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
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　 前 記 様 々 な 実 施 形 態 ま た は 変 形 例 の う ち の 任 意 の 実 施 形 態 ま た は 変 形 例 を 適 宜 組 み 合 わ  
せ る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 有 す る 効 果 を 奏 す る よ う に す る こ と が で き る 。 ま た 、 実 施 形  
態 同 士 の 組 み 合 わ せ ま た は 実 施 例 同 士 の 組 み 合 わ せ ま た は 実 施 形 態 と 実 施 例 と の 組 み 合 わ  
せ が 可 能 で あ る と 共 に 、 異 な る 実 施 形 態 ま た は 実 施 例 の 中 の 特 徴 同 士 の 組 み 合 わ せ も 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 開 示 は 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 好 ま し い 実 施 形 態 に 関 連 し て 充 分 に 記 載 さ れ て い る  
が 、 こ の 技 術 の 熟 練 し た 人 々 に と っ て は 種 々 の 変 形 や 修 正 は 明 白 で あ る 。 そ の よ う な 変 形  
や 修 正 は 、 添 付 し た 請 求 の 範 囲 に よ る 本 開 示 の 範 囲 か ら 外 れ な い 限 り に お い て 、 そ の 中 に  
含 ま れ る と 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 開 示 の 端 子 台 は 、 例 え ば 、 制 御 盤 内 に 配 置 さ れ る 制 御 機 器 に 適 用 で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 本 開 示 の 制 御 機 器 は 、 例 え ば 、 制 御 盤 に 適 用 で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ２ 】
１   盤
２   筐 体
３   開 口 部
１ ０   制 御 機 器
１ １   カ バ ー 部 材
１ ２   正 面
１ ３   側 面
２ ０   端 子 台
２ １   本 体
２ １ １   配 線 接 続 部
２ １ ２   配 線 孔
２ ２   第 １ 回 転 機 構 部
２ ２ １   第 １ 突 起
２ ２ ２   第 ２ 突 起
２ ２ ３   第 １ 回 転 支 持 部
２ ２ ４   第 １ 収 容 孔
２ ２ ５   第 １ ガ イ ド 溝
２ ２ ６   保 持 突 起
２ ２ ７   側 面
２ ３   第 ２ 回 転 機 構 部
２ ３ １   第 ３ 突 起
２ ３ ２   第 ４ 突 起
２ ３ ３   第 ２ 回 転 支 持 部
２ ３ ５   第 ２ ガ イ ド 溝
３ ０   基 板
３ １   第 １ 基 板
３ ２   第 ２ 基 板
３ ３   第 ３ 基 板
４ １   第 １ 固 定 部 材
４ ２   第 ２ 固 定 部 材
４ ３   第 １ 接 続 部 材
４ ４   第 ２ 接 続 部 材
５ １   貫 通 孔
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５ ２   溝 部
６ １   第 １ 回 転 軸 部
６ １ １   角 部
６ ２   第 １ 挟 持 部 材
６ ３   第 １ 付 勢 部 材
６ ４   第 ２ 回 転 軸 部
６ ５   第 ２ 挟 持 部 材
６ ６   第 ２ 付 勢 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】



10

JP 7690811 B2 2025.6.11(17)

フロントページの続き

(72)発明者　 谷野  光平
京都府京都市下京区塩小路通堀川東入南不動堂町８０１番地  オムロン株式会社内

(72)発明者　 久保  正彦
京都府京都市下京区塩小路通堀川東入南不動堂町８０１番地  オムロン株式会社内

(72)発明者　 長野  昌明
京都府京都市下京区塩小路通堀川東入南不動堂町８０１番地  オムロン株式会社内

審査官　 山下  寿信
(56)参考文献 中国実用新案第２０８１８９８０８（ＣＮ，Ｕ）

中国実用新案第２１２４６２０７１（ＣＮ，Ｕ）
実開平０２－０６２６７８（ＪＰ，Ｕ）
中国特許第１０５６８０１９２（ＣＮ，Ｂ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０１Ｒ      ９／００
Ｈ０５Ｋ      ７／１４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

